
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 4月 1８日に実施された全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。 

千早赤阪村の全国学力・学習状況調査の分析結果の概要と課題解決の方法についてお知らせします。 

村は小規模校で受験人数が少ないため、本調査により測定できるのは学力の一部であり、学校における教育

活動の一側面に過ぎないことなどを踏まえて本調査の結果概要をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査 
主な目的 ・義務教育の機会均等と水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を

把握・分析・検証し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 
・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善などに役立てる。 

調査対象 小学６年生、中学３年生 
調査内容 学 力 調 査 小学校（国語、算数） 

中学校（国語、数学、英語）  
学習状況調査 児童生徒アンケート・学校アンケート 

【学力調査（小学校）】 

国語・算数とも、真面目にしっかりと取り組む姿勢がうかがえました。正答率については、大阪府と比

べると同等の項目もありますが、いくつかの課題も見られました。 

・【国語】…「書くこと」は大阪府の平均と同等ですが、「話すこと・聞くこと」については課題が見られ 

ました。昨年度より続けている「条件にそって自分の考えを書くこと」や「文章の構成を工夫

して書くことを大切にしながら、今後は「話すこと・聞くこと」について国語の授業だけでな

く、インタビュー活動などを取り入れながら取り組みを進めていきます。 

・【算数】…これまでの「自分の考えを文章表現すること」や「資料を活用すること」を意識した取り組み

の結果、ほとんどの領域で大阪府の平均より高い水準でした。しかしながら、図形の領域にお

いて課題が見られたため、これまでの取り組みを継続するとともに、学習の基盤となる算数の

基礎・基本の力をしっかりと定着させる取り組みを一層進めていきます。 

【学力調査（中学校）】 

国語・数学・英語とも、無解答率が低く、どの問題にも粘り強く真面目に取り組む姿勢がうかがえまし 

た。一方で正答率は、大阪府と比べて、同等もしくは少し下回る結果となりました。 

・【国語】…「書くこと」については、やや課題が見られました。今後は、「自分の考えが伝わる文章に

なるように、根拠を明確にして書くこと」や「文章を書く際に指定された条件を意識する

こと」「伝える相手を意識して書くこと」を大切にした取り組みを進めていきます。 

・【数学】…大阪府および全国の平均を少し下回る結果となりました。証明などの記述式問題にはやや課

題が見られたため、今後は「筋道を立てて考えること」や「自分の考えを、根拠を持って説

明すること」を大切にした取り組みを進めていきます。 

・【英語】…大阪府および全国の平均を下回る結果となりました。今後の課題としては、学習した知識技

能を活用して、「考えていることを適切な英文で書くこと」をさらにのばしていけるように

学習を進めていきます。 

令和５年度 全国学力・学習状況調査の分析結果 

 

【学習状況調査（児童生徒アンケート）】 

児童・生徒は規則正しい生活を送り、学校生活を真面目に一生懸命に取り組んでいることが結果からもわ

かりました。しかし、ゲームや動画・SNSの時間が多く、本や新聞を読む機会が少ないことが課題にあが

りました。新しい知識を得て、考える力を育むことにもつながる読書などの活動は、各学校で取り組むと

ともに、ご家庭でも本や新聞を読む機会を増やしていただくことがより効果的です。 
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